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「新波動検索」

絞り込み検索には、ユーザー様ご依頼の特注版検索が入っています。

今回紹介する「８５．新波動検索」もそのうちの１つです。

この検索は、移動平均線に注目し、今まで動きがなかったものが、動意付いてきた。
または、大きく動いていて、さらに動意付いてきた。などといった銘柄を検索する事が
出来ます。

例を挙げらながら解説します。

■新波動検索

繰り返しになりますが、注目するのは移動平均線です。４本値ではありません。

移動平均線がこういう状態になっている。という事を調べます。

■設定画面

基準となる移動平均線を決めます。今回は２５日移動平均線としました。

「過去変動設定」とは、過去の指定した期間の移動平均線の振幅を調べます。

大きく動いているか、動いていないかを調べます。

上記の例だと、「過去へさかのぼる期間」が「２０」－「４０」なので、この期間の移
動平均線の振幅（値幅）を調べます。

大ざっぱにいうと、一ヶ月前の移動平均線がどのくらい動いていたかという事です。

「期間高低差の比率」は「３０」－「１００」なので、移動平均線が一ヶ月間に３０％
動いているとなります。

一ヶ月で３０％も動いていますので、過去大きく動意付いている。となります。
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検索日

この期間の移動平均線の振幅（値幅）を調べる

「本日の変動幅÷指定期間の変動幅」の意味は

検索日の移動平均線が過去に比べて、どのくらい動いているかを調べるためのものです。

「本日の変動幅」は、検索日の移動平均線が昨日に比べ（月足なら一ヶ月前）からどの
くらい動いているか（円単位）をみています。

「指定期間の変動幅」は、期間内の平均値です。（円単位）

今回でいうところの２０日前から４０日前の移動平均線の値動きを平均値にしたもので
す。１日、１日昨日と比べどのくらい動いているか（円単位）を算出、これを平均しま
す。

検索日の変動幅と、指定期間の変動幅を比較し、どのくらい動意付いているかをみます。

「＋２００％」以上という設定なので、３倍以上の値動きという事になります。

指定期間
２０日前～４０日前

２５日移動平均線

３０％以上
動いている事
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検索日
前日

検索日と前日の
移動平均線の値幅を
算出する

この期間の移動平均線の１日の値動きを平均値化する。

「補助条件」はそのままの意味です。※移動平均線ではなく株価を比較しています。

最高値と検索日の終値比較です。移動平均線の最高値ではありません。

指定期間
２０日前～４０日前

２５日移動平均線
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合格銘柄

９２３５ 売れるネット広告

実際はこうなっている。

指定期間
２０日前～４０日前

移動平均線がつぶれて見にくいが
３０％以上動いている

指定期間
２０日前～４０日前
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■指定期間の変動幅が少ない場合の設定例

指定した期間の移動平均線の振幅（値幅）が１％以下と動いていない

３００％以上、下がっているという意味
検索日

前日

この比較で「－３００％」

指定期間
２０日前～４０日前
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■指定した期間を直近とする設定

ほぼ直近から一ヶ月間の移動平均線を見ている
そして振幅（値幅）が少ない。
→過去一ヶ月の移動平均線が横ばい。という意味合い。

そして直近が動意付いている。

合格銘柄

この銘柄は、初動近辺を捉えている
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しかし、こういう銘柄も合格してしまう。

移動平均線は横ばいだが、直近で上昇が続いてしまっている。初動を捉えていない。

移動平均線を使っている以上、株価と比較して遅効性は仕方のないところです。

条件をこのように緩くし、毎日検索。チャートを１つ１つ見ていけば初動近辺を捉える
ことが出来ます。

条件が緩いので既に上昇している銘柄も含まれますが、毎日検索していれば、初動銘柄
にも気づくと思います。
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■応用

移動平均線の周期を「１」とすると終値と同じ意味になります。

「１」日移動平均線＝終値です。

設定例

過去一ヶ月の株価（終値）の値幅が２％以下で、検索日に２倍の値動きとなった。

合格銘柄 こういう銘柄を拾えます。


